
「しま山 100 選」選定にかかる検討・とりまとめ支援 

■業務の背景と概要 

近年わが国では、都市住民を中心とした島への関心の高まり、登山人口の増大や底辺の拡大、中高年

層の健康づくり志向の高まりなどが顕著となっている。本業務は、全国の有人離島を主な対象に、景観

や周辺整備状況などを勘案して島の山を選定し、選定を通じて、島を訪れる意味

と価値をアピールしながら広報・普及を図ることによって、島の交流人口の増大

につなげていこうとするものである。 

選定作業を円滑に進めるため、有識者からなる選定会議の運営支援、関係市町

村へのアンケートの実施や選定対象の絞り込み、公表用資料作成などを行った。 

■選定について 

＜選定の経緯＞ 

・島の関係自治体（181 市町村）を対象に候

補推薦アンケートを実施。その結果、138 の

市町村から回答があり、そのうち 88 自治体

から推薦があった。推薦された山は 142 山、

島は 108島だった。 

・島の専門家、山の専門家などの有識者から

なる選定会議を設置し、絞り込みを行った。 

・絞り込みにあたっては、眺望や資源、達成

感、地域バランスなどを考慮し、「いかにも

島らしい」と感じられる山を選んだ。 

・名称については、選定会議での検討の結果、

「しま山 100 選」とした。 

＜選定結果＞ 

・北は北海道の礼文岳から、南は沖縄の宇良

部岳まで、21 都道県 76 市町村 93 島から 100

山を選定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜選定会議のメンバー＞ 
●枝松克巳（座長）[島の専門家] 

・（株）メッツ研究所代表取締役、日本離島センター離島人材育成

基金助成事業運営委員長。 

「市町村の推薦が選定の前提。地元の人たちと島の新しい楽しみ

方「しま山」を盛り上げ、ホスピタリティを育んでいきたい。 

●斎藤潤 [島の専門家] 

・著述家・旅行家。国内の有人島のほぼすべてを訪れている。著

書『日本島旅紀行』『島－瀬戸内をあるく』ほか。 

「エリートの山だけでなく、できるだけ多くの島から選びたい。

山をきっかけに島のよさも知ってもらいたい。」 

●辰野勇 [山の専門家] 

・登山家・冒険家、（株）モンベル代表取締役会長。 

「国後島の爺爺岳抜きで『百名山』は名乗れないが、山高きがゆ

えに尊からず。島の山のよさをアピールして地域を元気にしてい

くのは、いいこと。おもしろい着眼点だ。」 

●鈴木ともこ [山の専門家] 

・漫画家・エッセイスト。著書『山登りはじめました めざせ富

士山編』『山登りはじめました２ いくぞ！屋久島編』ほか。 

「島全体や海を見渡せるのがしま山の魅力。家族で登山するには

トイレなどの設備がそろっていることも大事。」 

●辻野啓一 [旅行（エコツアー）の専門家] 

・NPO 法人日本エコツーリズム協会理事・事務局長 

「山は人をほっとさせる。旅や登山についてはガイドの案内があ

ると内容はぐっと濃くなり、リピート率も高くなる。」 

。 

「しま山」らしさ・「しま山」の魅力 

（選定会議での議論より）  

〇島とは、海の底から立ち上がった山。  

〇体力をあまり気にせずに頂を極める満足感

が得られる。  

〇一年を通じて楽しめる山が多いことが魅力。  

〇草花や生きもの、地形や地質、全方位のパノ

ラマや多島美、史跡など、しま山ならではの

宝物も多い。 

〇海を渡ると、そこは島時間。日常からちょっ

と離れた島旅・山旅の楽しみがある。  

〇山から島を眺めれば、島の形や人々のくらし

の場、島を囲む美しい海や砂浜、遠くの島々

までが見渡せる。  

360 度の眺望。

八丈富士 

（八丈島・東京

都八丈町） 

 

「しま山 100選」 

のロゴマーク 

海に臨む山容。 

皇踏山（小豆島・

香川県土庄町） 

（主催：公益財団法人日本離島センター） 



■公表 

 選定結果の公表に向け、各山の「しま山シート」、展示パ

ネルなど公表用資料の作成を行った。 

＜しま山シートの作成＞ 

自治体からの推薦アンケート調査の回答情報をもとに、

インターネットから情報を補足して再整理し、島名・山岳

名・所在地、キャッチコピー、紹介文、登山ルート地図、

アクセスや周辺施設などの情報を掲載した。 

作成したシート原案については、選定委員のアドバイス

をもとに内容を充実させるとともに、各自治体に確認・修

正を依頼し、掲載内容を確定させた。 

各シートの裏面には、島の位置関係が分かるエリア別マ

ップと、各委員の島の山への思いや本選定への期待などの

意見をもとにまとめた選定の趣旨を掲載。また、デザイナ

ーに依頼し、特製のロゴを作成した。 

＜アイランダーでの公表＞ 

 平成 28 年 11 月 26・27 日、東京・池袋で「アイランダー2016」（国土交通省・日本離島センター共

催）が開催された。会場特設ステージにおいて、選定会議の枝松座長による「しま山 100 選」の公表が

行われた。イベント会場内には「しま山 100 選コーナー」を設置。展示パネル、しま山シート（ハンド

アウト式）を展示した。会場には、２日間で延べ約 14,000 人が訪れ、来場者をはじめ、アイランダー

出展団体の島の人たちにも「しま山」をアピールする良い機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ホームページでの公表＞ 

 ～「しま山 100選」の詳細は、日本離島センターのホームページ（しましまネット）で公開中～ 

参照 URL http://www.nijinet.or.jp/about/activities/tabid/200/Default.aspx 

アイランダー2016

のしま山コーナー

で、熱心に展示に見

入る来場者たち 

山ごとの情報をまとめた
「しま山シート」 

選定委員の 1 人、

漫画家の鈴木とも

こさんによるイラ

スト作成も実現 

アイランダー2016

特設ステージでの

「しま山 100 選」

公表の様子 

展示に見入る来場 

「しま山 100 選」

を来場者にアピー

ルするための展示

パネル 

http://www.nijinet.or.jp/about/activities/tabid/200/Default.aspx

